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言葉が歌になる時（II）：



























“Home Sweet Home”は 19世紀初頭イギリス，フランスなどヨーロッ
パで俳優，劇作家として活躍したニューヨーク生まれのアメリカ人ジョ
ン・ハワード・ペイン（John Howard Payne, 1791―1852）が，歌劇『ミラ
ノの乙女クラリ』（Clari, the Maid of Milan）の挿入歌として作詞したものに，












‘Mid pleasures and palaces though we may roam,
Be it ever so humble, there’s no place like home !
A charm from the skies seems to hallow us there,
Which, seek through the world, is ne’er met with elsewhere.
＊ Home, home, sweet, sweet home !
There’s no place like home !  Oh, there’s no place like home !
An exile from home splendour dazzles in vain:
― ―115
Oh, give me my lowly thatched cottage again;
The birds singing gaily that came at my call: --
Give me them, -- and the peace of mind, dearer than all !
＊（refrain）
歌の本やホームページでは“Home Sweet Home”の歌詞は上記の 2節
が紹介されるのが一般的であるが，このほかに以下の 3節を加えて全部で
5節まで紹介しているものもある 3）。
I gaze on the moon as I tread the drear wild,
And feel that my mother now thinks of her child,
As she looks on that moon from our own cottage door
Thro’ the woodbine, whose fragrance shall cheer me no more.
＊（refrain）
How sweet ‘tis to sit ‘neath a fond father’s smile,
And caress of a mother to soothe and beguile !
Let others delight mid new pleasures to roam,
But give me, oh, give me, the pleasures of home.
＊（refrain）
To thee I’ll return, overburdened with care;
The heart’s dearest solace will smile on me there;
No more from that cottage again will I roam;





介されている。 また第 2節を省いて第 1，3，4，5節の順になっているテ
キスト5），第 5節を省いて第 1，3，4，2節の順になっているテキストも











































































































































































ることがわかる。“The Last Rose of  Summer”と同じように，ペインの歌
詞は規則的なリズムをもつ韻文として作られていて，各節（stanza）第 1
行から第 4行までは 1行が 11音節か 12音節から成り，強勢を受けない音
節 2つ（行の冒頭では 1つの場合もある）と強勢を受ける音節 1つから成
る詩脚（foot）が 4回反復される，弱弱強 4歩格格（apapaestic tetrameter）
と呼ばれる韻律形式で書かれている。各連の締めくくりとなる第 5行と 6
行は歌でよく使われる反復句である折り返し句（refrain）になっていて，
第 5，6，7行とも 5音節しかなく，第 4行までと比べて音節数は少ないが，
強勢を受ける音節は，第 5行に 4つ，第 6，7行には 2つあって，詩脚数
は順に 4，2，2となる。楽譜から明らかなように，詩脚の合計数 24は完
全小節 23に，完全小節 1つ分に等しい不完全小節の分を加えた小節の合
















見られる。すなわち，拍子が 4分の 2拍子から 4分の 4拍子に変えてあり，
それに伴って対応する部分の拍の長さが 2倍になっている。例えば，“Home
Sweet Home”では，‘roam’，‘home’，‘there’ といった脚韻をふむ音節に
は 4分音符プラス 8分音符（計 1.5拍）が当てられているが，同じの箇所
にある『埴生の宿』の「ど」「じ」「ら」の音には 2分音符と 4分休符（計
3拍）が当てられているし，折り返し句の中で反復される‘home’の場合
には，2分音符（2拍）の箇所は付点 2分音符と 4分休符（計 4拍），4分
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音符と 4分音符（計 2拍）の箇所は 2分音符と 2分音符（計 4拍），4分
音符と 8分音符（計 1.5拍）の箇所は 2分音符と 4分休符（計 3拍）もし
くは 2分音符と 4分音符（計 3拍）に変更されている。また，1小節内に
ある音符の数も同じとは限らない。例えば，“Home Sweet Home”の第 3
小節は‘pa’の部分が付点 8分音符 1つ，‘la’の部分が 16分音符 1つ，‘ces’の
部分が連桁で結ばれた 8分音符が 2つで，合計 4つの音符からなるが，『埴
生の宿』の該当する小節は「ど」の部分が 2分音符 1つ，「も」の部分が
4分音符 1つ，「わ」の部分が 4分音符 1つで，合計 3つの音符からなっ
ている。さらに，“Home Sweet Home”の楽譜には休符は見当たらないが，『埴
生の宿』では 4分休符が 6つ，2分休符が 1つ使われている。前者ではスラー






















































































城の月』では，7モーラの句には 4分音符を 1拍として 4拍分の音符をも
つ小節が，5モーラの句には 3拍分の音符と 1拍分の休符をもつ小節が全
体をとおして当てられているし，『ももたろう』では，7モーラの句（最






















る傾向がある。実際，‘pleas’が 4拍中の 2拍，‘pal’が 1.5拍，‘though’が
2拍，‘roam’が 3拍，‘ev’が 2拍，‘hum’が 2拍，‘no’が 2拍，‘home’が
3拍，‘charm’が 2拍，‘skies’が 2拍，‘hal’が 2拍，‘there’が 3拍，‘seek’が
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